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謹啓　初秋の候、貴社ますますご隆盛のこととお喜び申し上げます。平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。
さて、このたびは弊社△△新研究棟の落成式典にご臨席を賜りましたこと、社員一同を代表いたしまして、心より厚く御礼申し上げます。ご多用の中、遠方よりお運びいただきましたご厚情に、深く感銘を受けた次第でございます。
今回竣工いたしました新研究棟につきましては、弊社創業者であり、また長年にわたり研究開発の第一線に立ってまいりました先代社長、故〇〇〇〇が、生前より構想を温めておりました悲願の事業でございました。橋本は生涯を通じて「研究者が心置きなく実験に打ち込める環境を作りたい」という強い信念を持ち続けており、この新研究棟の建設計画も、その思いの結実として長年にわたり温めてきたものでございました。しかしながら、誠に残念なことに、橋本は本年三月、新研究棟の完成をその目で見ることなく、七十八年の生涯に幕を閉じました。
橋本が生前、幾度となく申しておりましたのは、「この地、みなとみらいには、我々の原点がある」という言葉でございました。橋本が二十代の頃、この地にあった小さな研究室で仲間たちと寝食を忘れて実験に没頭した日々こそが、今日の弊社の礎であったと聞き及んでおります。その原点の地に、最新鋭の設備を備えた研究棟を築くことができましたのは、ひとえに貴社をはじめとする関係各位のお力添え、とりわけ長年にわたる共同研究を通じたご支援があってこそのことと、深く感謝申し上げる次第でございます。
これより弊社は、橋本が築き上げてまいりました研究への情熱と、貴社をはじめとする皆様方からのご恩を胸に刻み、この新研究棟にふさわしい成果を一つでも多く生み出せるよう、社員一同、なお一層本業に邁進してまいる所存でございます。とりわけ、次世代エネルギー分野における共同研究につきましては、この新しい環境を最大限に活用し、貴社との連携をこれまで以上に深めてまいりたく存じます。
末筆ではございますが、貴社の今後ますますのご発展と、皆様のご健勝を心よりお祈り申し上げます。今後とも変わらぬご指導ご鞭撻を賜りますよう、伏してお願い申し上げます。
まずは略儀ながら書中にて、新研究棟落成式ご出席の御礼を申し上げます。
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